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の必要な患者さんが６０日までと比較的長い入院

を可能としました。リハビリも充実しています。 

 全国的には平成２７年４月現在、１４．５%の病院

で「地域包括ケア病床」を導入しており、今後も増

加することが予測されています。因みに、鳥取県

は１１病院（２４．４%）で導入されており、全国第３

位です。 

 「地域包括ケア病床」に入院されている患者さん

の病名を全国的に調査してみると、骨折・外傷、

肺炎，脳梗塞が上位三疾患です。 

 軽度な急性疾患、がん緩和ケアあるいは新規の

患者さんや短期入院を目的とした患者さんも地域

包括ケア病棟に入院出来ますが、当院としては、

主として急性期の治療が一段落した本院の入院

患者さんに、利用していただけるよう運用します。 

 国のスローガンである「時々入院、ほぼ在宅」と

急性期医療の展開を中部医療圏で両立するため

の「地域包括ケア病棟（４３床）」です。 

 一部患者さんには、転病棟などでご迷惑をおか

けしますが、制度の趣旨をご理解いただき、ご協

力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

院長 井藤 久雄 

 ２０２５年には団塊の世代が後期高齢者となり、 

２２００万人、５人に１人が７５歳以上という超高齢

化社会が到来します。このため、国は２０１４年に

「医療介護総合促進法」を施行し、地域における

新たな医療構想の設定と実施を求めています。具

体的には「病院完結型」から「地域完結型」への変

換であり、継続的な在宅医療・介護の提供を行う

「地域包括ケアシステム」の構築です。 

 地域の病院には病院機能の分化を求めていま

す。要は，病院の特徴を明確にすることです。県

立厚生病院は公的病院として急性期の患者さん

の診断・治療を担当します。 

 さて、現在の医療は病名と重症度により、入院期

間や医療費が決められており、在院日数の短縮

が図られています。非常に細かい規則なので、詳

述は避けますが、国が示した入院期間を超えた患

者さんを，強制的に退院していただくことは，県立

病院としてできません。自宅に近い病院に転院で

きない場合、そもそも帰宅したくても世話をする家

族がいない、入院していたほうが安心である、そう

した患者さんが本院では毎日、３０人前後、長期

入院されています。 

 国は急性期から受け入れ・在宅支援を目的とし

た地域包括ケア病床を新設して、在宅復帰支援
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第９回鳥取県がんフォーラム開催報告 

３月６日（日）開催 「多職種で支える緩和ケア」 

第一部 

「全人的苦痛を緩和するチームアプローチ 

  ～それぞれの職種の役割、取り組みについて～」 

 

○鳥取大学医学部付属病院 

 がんセンター緩和ケア科 吉本美和助教 

 －当院で取り組んでいる 

    新しい腹水治療・ＫＭ－ＣＡＲＴ－ 

 この治療の特記すべき点は、貯留している

腹水の全量ドレナージが可能となることで

す。 

 緩和医療としての効果が期待されます。 

 

○鳥取県立中央病院 薬剤部 

 竹内裕恵緩和薬物療法認定薬剤師 

 －緩和ケアにおける薬剤師の役割－  

 薬剤師はただ服薬指導を行うだけでなく、

薬剤師の視点から緩和ケアの提供、患者さん

のＱＯＬ（自分らしい生活）に寄与できるよ

う努力が必要だと思います。 

 患者さんとそのご家族の不安や疑問を解消

していく手助けをします。 

 

○鳥取県立厚生病院 リハビリテーション室 

竹内瑞貴理学療法士 

 －がんのリハビリテーション 

   ～選択肢を増やす一手段として～－ 

 リハビリテーションとは単なる機能回復

ではなく、「自分らしく生きる権利の回

復」や「自分らしく生きること」が重要で

す。 

 患者様自身が目標を選択できること、選

択肢をたくさん示せることが大切なのでは

ないでしょうか。 

 

○米子医療センター 栄養管理室 

 藤原朝子室長 

 －緩和ケアにおける食事対応について－  

 米子医療センターでは栄養士を病棟担当

制とし、患者状態を把握している看護師、

医師と連携を密にし、情報を共有して食欲

不振の原因や程度を評価しています。少し

でも食べやすい食事の提供ができるように

努めています。 

 

 鳥取県のがん医療機関の連携を推進し、がん治療技術や知識のさらなる向上を図るために、

最新の医療に関する講演会と地域医療機関におけるがん治療の研修会を開催しました。 

 多数の聴衆があり、有意義なフォーラムとなりました。 

中央手術センター長 吹野俊介 
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○鳥取県立中央病院 がん相談支援センター 

 池田牧がん看護専門看護師 

 －緩和ケアリンクナースによる 

  がん患者への苦痛スクリーニング－ 

リンクとはつなぐという意味です。現場で

起こっている問題を吸い上げ、専門家につな

ぐのがリンクナースの役割です。 

患者様の不安の軽減に取り組んでいます。 

 

○鳥取県立厚生病院 がん相談支援センター 

 阿部桂臨床心理士 

 －がん患者・家族が抱える 

       不安症状に対する取り組み－ 

看護ケア、リハビリでの関わりの中で患者

さんや家族から受け取ったメッセージを多職

種で共有することで、それぞれの専門性をい

かしたアプローチができるのではないでしょ

うか。 

 

○鳥取市立病院 地域医療総合支援センター 

 山根綾香緩和ケア認定看護師 

 －がんと仕事－ 

がんになったからといって、仕事を辞める

必要はありません。社会とのつながりを持ち

続けることで、病気と向き合う力が生まれる

こともあります。 

 

○鳥取県立中央病院 緩和ケア科 

 浦川賢部長 

 －多職種でのチーム医療～その功罪～－ 

現代の医療現場では、ひとりの専門家がす

べてに対応することは不可能となっており、

チーム医療で成り立っています。 

いろいろなチームが情報を共有し合い、多

職種での本当のチーム医療ができるよう一緒

に考えていきましょう。 

第二部 特別講演 

「がんサバイバーシップ 

 ～その人の力をたかめるかかわりとチーム医療～」 

北里大学病院 集学的がん診療センター 

 近藤まゆみがん看護専門看護師 

 

医療の進歩に伴い、がんを抱えながら社会

生活を送る人「がんサバイバー」が年々増加

しています。この人々がどう自分らしく生き

ていくのか、ということに関心が向けられて

きています。そこでの医療の役割は、その人

らしい「がんサバイバーシップ」を少しでも

高められるように関わっていくことにありま

す。 

がんを体験した人々が、元来持っている

「自らの力」を取り戻し、新たな自分の人生

を歩むことができるように寄り添い、サポー

トしていくための緩和ケアをともに考えてい

きましょう。 

 日 時：６月１２日（日） 13時30分～16時 

 テーマ：肺がんから生命
い の ち

を守る 

 会 場：倉吉未来中心 セミナールーム３  

      入場は無料です。 

次回健康公開講座のご案内 
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 平成２８年６月から稼働がはじまりますCTコ

ロノグラフィーについてご紹介します。 

 大腸がんは身近な病気です。日本人は生

涯で大腸がんになる確率は男性で１２人に１

人、女性で１５人に１人と言われています。 

 大腸の詳しい検査は通常、大腸内視鏡やX

線を使った注腸検査ですが、既存のCT装置

を使って大腸の検査が行えるようになりまし

た。 

 ＣＴコロノグラフィーとは大腸の検査方法で

すが、内視鏡を挿入することなく、既存のCT

装置と炭酸ガス送気装置を使って行う大腸の

検査です。内視鏡のように直接大腸を観察す

るものではないので内視鏡検査にとってかわ

るものではありませんが、何らかの理由で大腸

の内視鏡検査が困難な患者さんにとって朗報

と言えます。 

 CTコロノグラフィーでポリープやがんなどの

隆起性病変をみつける精度は６mm以上だと８

８％、１０mm以上だと９９％とされ、大腸の検査

方法の選択肢がひとつ増えたと考えられます。 

 

大腸CTの画像 

 マルチスライスCT装置で撮影した画像から、仮想内視

鏡像や注腸様画像を作成し、診断します。 

  

 詳しくは、当院、消化器内科または中央放射

線室まで。 

消化器内科部長 野口直哉 

消化器内科、中央放射線室からのお知らせ 

がん治療の前に、歯科受診お勧めしています  

 当院では、平成２７年８月から、がん治療（手

術・化学療法・放射線治療）の前に合併症予

防を目的に、歯科診療所と連携して歯科受診

をおこなっております。平成２８年３月末までの

８か月間で、約１００件の連携をしました。 

 がんの治療を行う前に、口腔内（口の中）を

きれいしておくことは、治療を順調に進めるう

えで大変重要です。通常は悪さをしない口腔

内の細菌も、がんの治療中に大きなトラブルを

引き起こすことがあります。化学療法・口腔周

辺の放射線療法では、口内炎や、感染症の

副作用を起こしやすくなります。また、手術後に

は、合併症として肺炎を起こすリスクがありま

す。そこで、治療の前に歯科受診をすることで

副作用や合併症を予防することができます。 

 当院には歯科がありませんので、地域の歯科

診療所と連携し、よりよいがん治療に取り組ん

でいます。今後も地域の歯科診療所と連携し、

医療の質を上げていきたいと考えています。  

 

地域連携センター副センター長 舩越智美 

〔注腸様像〕 〔仮想内視鏡像〕  
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私たちは、医師をサポートする医師事務作業補助者（MA）です！  

行っており、そんな医師の負担を軽減するた

めに医師事務作業補助者（MA）の仕事があり

ます。例えば、医師のかわりに電子カルテの記

載をすることで診察がスムーズに進み、患者さ

んの待ち時間が短縮できます。 

 また、医師は何百件もの診断書等の文書作

成依頼があります。文書作成を代行することで

医師が書類作成にかかっていた時間が減り、

書類を早く患者さんに渡すことができるように

なりサービス向上に繋がります。 

 これからも患者さんと医師、そして病院の

サービス向上のため頑張りますのでよろしくお

願いします 。 

 医師事務作業補助者（MA）は平成２０年４月

から配置され、現在１３名が医師の指示の元に

業務を行っています。 

 医師は、医療行為だけでなく様々な業務を

 当院は中部医療圏の災害拠点病院であり、

DMAT（災害時派遣医療チーム）を有しているこ

とから、県内外で大規模災害等が発生した際は

傷病者の受入れや被災地等への職員派遣を行

うことになっています。 

 こうした事態に備えるため、昨年１１月１４日、

県下に大規模地震が発生し多数の傷病者が搬

送されるとの想定のもとに災害訓練を実施しまし

た。 

 消防局や倉吉総合看護専門学校に協力をい

ただき、学生の演じる模擬患者に対し救急車搬

送、トリアージ（重症度により治療の優先度を決

定して選別を行うこと。）並びに傷病の状況に合

わせた模擬処置を行いました。 

 この訓練を通して様々な問題点が浮き彫りに

なりましたが、災害時医療に対する各職員の意

識高揚につながり、非常に有意義な訓練となり

ました。 

管財課長 藤内郁 

災害訓練を実施しました  

〔災害対策本部〕 

〔救急搬送患者を受入れ、トリアージを実施〕 
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リハビリテーション室 室長 松岡 哲史  

 このたび、リハビリテーション室長を拝命しました。 

 リハビリテーション室の業務は運動器、脳血管、呼吸器、がんリハビリ

テーションなど、多岐にわたっています。その対象年齢も新生児から高

齢者まで幅が広く、疾患・症状もさまざまです。 

 リハビリテーション室は理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の三職

種が、それぞれ対象となる患者様を責任持ってリハビリし、QOL（生活

の質）、ADL（日常生活動作）の維持・向上を目指し、満足度の高いリハ

実施のため、日々がんばっています。包括ケア病棟が開始される今年

度はさらに業務連携を確認し、リハビリを実施してく必要があります。 

 今後さらに業務向上のため、訓練のみならず、精神的サポート、家族支援など幅広いリハビリを実施

できるように努めてまいりますので、よろしくお願いします。 

新任部長からごあいさつ 

疼痛緩和診療科 部長 堀 真也  

 ４月１日付けで疼痛緩和診療科部長を拝命しました。 

 新たな診療科を立ち上げることとなり身の引き締まる思いでおります。本来

痛みは人の体の問題のある（障害のある）ところを「痛み」という合図で私たち

に教えてくれるためのものです。ところが強すぎる痛みや意味のない痛み

（神経痛等）は私たちの日常生活の妨げとなります。そこで種々の注射やお

薬、鍼治療、光線治療等を組み合わせて痛みを和らげ日常生活が普通に

送れるよう支援するのが私の役割です。 

 近日中に外来診療を開始する予定です。よろしくお願いいたします。 

事務局 局長 足立 正久  

 ４月１日付けで事務局長を拝命しました。 

 厚生病院は県の基幹病院、中部県域の中核病院としてその果たすべ

き役割は大きく、期待も高いところです。 

 国全体として、いわゆる団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年を展望した

医療・介護サービスの提供体制の改革が行われつつありますが、厚生病

院の掲げる基本理念に基づきその使命が果たせるよう、職員の皆さんと

一緒になって取り組んでまいりたいと考えております。よろしくお願いしま

す。 
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[

ひ
と
こ
と]

 

二
年
ぶ
り
に
厚
生
病
院
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
中
部
地
区
の
皆
さ
ん
に
、
標
準
的
な
医

療
を
安
全
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

看護師・看護助手のユニフォームが新しくなりました！  

 ４月から看護師のユニフォームがブルーから

ホワイトへ、そしてデザインも変更になりまし

た。従来の購入方式からリース方式に代える

ことに伴い、看護師・看護助手のユニフォーム

を一新したものです。 

 病院での在庫管理が不要になること、育児

休業職員の職務復帰の際にも効率良く管理

ができることがメリットとしてあげられます。 

 今回のデザイン決定の際には職員による総

選挙を行いました。看護師以外の職員も参加

し、着る側だけでなく、見る側の視点での評価

もいただきました。 

 真っ白なユニフォームで、気持ちを新たにし

てより良い看護が提供できるよう取り組んでい

きたいと思います。 

看護局 小椋美保子 

新任医師紹介（平成28年４月１日採用） 
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退
職
者
（
三
月
末
付
） 

 

医 

師  
     
 

脳
神
経
内
科 

   

土
井 

浩
二 

     
 

消
化
器
外
科 

   

三
宅 

孝
典 

   

消
化
器
外
科 

   

谷
尾 

彬
光 

     
 

消
化
器
内
科 

   

斧
山 

巧 
  

消
化
器
内
科 

   

木
下 

英
人 

  

外
科 

   

大
野 

貴
志 

     
 

産
婦
人
科 

   

村
上 

二
朗 

     長
期
勤
続
退
職
者  

     
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室 

   

福
井 

健
一 

     
 

事
務
局 

   

飯
田 

綾
子 

お世話になりました 

消
化
器
内
科 

 
長
谷
川

は

せ

が

わ 

亮
介

り
ょ
う
す
け(

医
師
）        

[

ひ
と
こ
と]

 

四
月
か
ら
厚
生
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
島
根
県

浜
田
市
の
病
院
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

倉
吉
市
も
浜
田
市
も
と
も
に
山
陰
で
す

が
、
気
風
は
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
新
し
い
土
地

で
心
機
一
転
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

外
科 

 

大
島

お
お
し
ま 

祐
貴

ゆ

う

き(

専
攻
医
） 

         
[

ひ
と
こ
と]

 

四
月
よ
り
外
科
専
攻
医
と
し
て
勤
務
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
赴
任
後
し
ば
ら
く

は
消
化
器
外
科
で
の
研
修
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で

も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

産
婦
人
科 

 

森
山

も
り
や
ま 

真
亜
子

ま

あ

こ(

専
攻
医
） 

       
[

ひ
と
こ
と]

 

今
春
よ
り
厚
生
病
院
で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
に
す
で
に
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
精
進
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

消
化
器
内
科 

 

鳥
飼

と
り
か
い 

勇
介

ゆ
う
す
け(

専
攻
医
）        

[

ひ
と
こ
と]

 

四
月
か
ら
厚
生
病
院
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
倉
吉
市

出
身
で
あ
り
山
陰
の
雰
囲
気
が
な
つ
か

し
く
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
医
師
と
し

て
未
熟
で
あ
り
ま
す
が
、
せ
い
い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

研
修
医 

 

武
浪

た
け
な
み 

知
彦

と
も
ひ
こ 

[

ひ
と
こ
と] 

四
月
か
ら
鳥
取
県
立
厚
生
病

院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
た
。
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
患
者
に
寄
り
添
え

る
医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
研
修
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
喜
び
や
期
待
、

そ
し
て
同
時
に
不
安
も
あ

り
、
未
熟
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
る
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
鳥
取
県
の
医

療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
素

晴
ら
し
い
研
修
環
境
に
感
謝

し
つ
つ
、
学
び
の
多
い
充
実

し
た
一
年
間
を
送
り
、
日
々

成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 


